


12マネジメント 開発・設計 生　産 工　場 

環境報告  

　本来業務において、環境マネジメントシステムを効率

的に運用していくためには、経営層・部門長などのトッ

プマネジメント層の的確な理解が重要です。そこで、

2006年7月に、外部講師を招いて｢環境トップセミナー｣

を開催しました。 

　セミナーでは、当社を取り巻く環境の捉え方やトップ

ダウンによるマネジメントの重要性、本来業務におけ

る環境改善などについて講演していただき、環境活動

に対する意識の向上を図りました。 

　東海理化グループとして、「グローバル環境目標」

を設定し、グリーンストーリー2010として国内外の

子会社を含めた総合的な環境活動の展開を進めて

います。 

東海理化グループ「グローバル環境目標」 

法規制順守 

 

地球温暖化 

 

廃棄物低減 

 

紙資源 

 

水使用量低減 

 

環境負荷物質 

東海理化グループ グリーンストーリー2010

EMS

環境パフォーマンス 
向上 

未然 
防止 順法 

リスクの 
最小化 

異常・苦情 
ゼロ 

世界No.1 
地域No.1

維持管理・改善 

項　　目 目 標 値  

TRJ既設工場に 
エコファクトリー活動展開 
設計、事業部門業務へも拡大 

海外子会社は 
グローバル監査で活動展開 

国内子会社はTREA21 
（エコアクション21）の仕組みで 
活動展開 

温暖化防止等個別活動は 
東海理化委員会活動に参加 

コンセプト  

グループとしての 
総合的な活動推進を進める 

●規制基準違反0 
●異常、苦情0 

●温暖化ガス排出量原単位 
  2010年に04年比　6％低減 

●埋立廃棄物ゼロエミッション 
  全不要品の１％以下 

●使用量原単位 
  2010年に04年比　20％低減 

●使用量原単位 
  2010年に04年比　20％低減 

●PRTR法規制物質、大気VOC規制物質 
  排出量原単位 
  2010年に04年比　20％低減 


